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平
成
22
年
度

山
武
市
中
小
企
業
運
営
資
金
利
子
補
給
の
ご
案
内

千
葉
県
最
低
賃
金
を
改
正

　

県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含

む
）、
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
千

葉
県
最
低
賃
金
（
地
域
別
最
低
賃
金
）

が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

使
用
者
は
、
こ
の
額
よ
り
低
い
賃
金

で
労
働
者
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
仮
に
、
こ
の
額
よ
り
低
い
賃
金

を
定
め
て
い
て
も
、
法
律
に
よ
り
無
効

と
さ
れ
、
最
低
賃
金
と
同
額
の
定
め
を

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
　

千
葉
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　

☎
０
４
３
（
２
２
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２
３
２
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24
時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス　
　

　
　

☎
０
４
３
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４
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０
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「
地
デ
ジ
」
に
便
乗
し
た
詐
欺
・
悪

質
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

私
た
ち
が
毎
日
見
て
い
る
地
上
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
２
０
１
１
年
７

月
で
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
（
地
デ

ジ
）
を
視
聴
す
る
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ

ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
や
チ
ュ
ー
ナ
ー

な
ど
の
購
入
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
便
乗
し
た
詐
欺
や
悪
質
商
法
が

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

  

事
例
１

　

訪
問
業
者
が
自
宅
に
や
っ
て
来
て

「
総
務
省
か
ら
派
遣
さ
れ
て
や
っ
て
来

た
。
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
10
年
間
延

長
で
き
る
工
事
を
３
０
０
０
円
で
す

る
」
と
勧
誘
さ
れ
た
。

  

事
例
２

　

地
デ
ジ
関
係
者
で
す
と
名
乗
る
者
が

訪
問
し
、「
地
デ
ジ
の
工
事
は
９
万
円

か
か
る
が
、今
な
ら
５
万
円
で
で
き
る
。

領
収
書
は
後
か
ら
持
っ
て
く
る
」
と
言

わ
れ
、現
金
で
前
払
い
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
領
収
書
の
発
行
も
な
く
、
工

事
に
関
す
る
連
絡
も
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
契

約
な
ど
日
常
生
活
で
不
安
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　　
　

山
武
市
消
費
生
活
相
談
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日�　

時　

毎
週
月
曜
日
・
金
曜
日
（
※

祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
４

時
半

場　

所　

山
武
市
役
所

平
成
22
年
10
月
24
日
か
ら

　
　
　
　

  

時
間
額　
　

７
４
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円

　
　
　
　
　
　
（
従
来
は
７
２
８
円
）

問

問

問

　

市
で
は
、中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
利
子
補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
本
所　
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商
工
会
蓮
沼
支
所　

☎
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２
２
３
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商
工
会
山
武
支
所　

☎
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０
１
４
２

商
工
会
松
尾
支
所
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商
工
観
光
課
商
工
振
興
係
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１
２
０
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資 金 の 種 類

当初借入日から１年以内に返済期限の到来する資金を除く。
・千葉県中小企業振興資金
・株式会社日本政策金融公庫国民生活事業の事業資金融資
・株式会社日本政策金融公庫中小企業事業融資
・緊急保証制度

利子補給要件
・平成 18年３月 27日以降に上記資金の借入をした中小企業者
・山武市内において、引き続き 1年以上事業を営んでいること
・市税の完納者であること
（市県民税・法人市民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税）

利 子 補 給 率 ・年利子支払額の 20％以内（延滞利子を除く。）

利 子 補 給
の 限 度 額 ・１事業所に対して 50万円以内

利 子 補 給
対 象 期 間

・平成 22年１月１日から 12月 31日までの期間
（平成 22年が融資初年の場合は、当該融資日から）
ただし、利子補給金を受けることができる期間は 10年以内

申 請 書 類

・山武市中小企業運営資金利子補給申請書
・12月 31日現在の取扱金融機関の発行する借入残高証明書
・借入金の返済予定表又は支払明細書写し
・市税の納税証明願（平成２１年度）
・�返済に使用している預金通帳の写し（名義人がカナで表示され
ているペー�ジ）
・�年の途中で全額返済になった借入金については、融資計算書及
び当初金銭消費貸借契約証書の写し

申 込 先 ・山武市商工会　 平成 23 年１月 31 日㈪まで（年１回）

そ の 他
・�申請書類は 12 月に商工会で配布します。商工会員の方につい
ては、別途商工会より申請書類を送付します。
・�利子補給を受けるためには、毎年中小企業者から申請書類の提
出が必要になります。

消
費
者
情
報


